第22回　施設処遇検討会議　議事録　H22.11.15

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　          出席者：・小笠原嘉紀・木村春子・中村文洋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬渕豊子・上平ユリ子

　　　　　　　　　　　　（ 欠席者：千葉C.E.O・長谷部S.G.M・秋山S.G.M
須々田珠実・小坂和子）

記　録：小笠原　嘉紀
議題

１：小野寺　ノリ様　（青風荘入所者様）の処遇について

２：船場　　幸子様　（青山荘入所者様）の処遇について

１：小野寺　ノリ様　（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　合併症　高脂血症
＜問題点・介入方法＞

①健忘が著明となり、身の回りの事を一人で行なえない。

○月日・場所・時間が分からなくなる
・主治医へ定期的に現状を報告する。
・本人とカレンダ－を作成し毎日、日付を確認する。

・日課の確認をし、手順を説明しながら自分で行なえる事は行って頂きできない事はスタッフが介助する。

・目的地の方向が分からなくなっている事から移動時には本人に付き添う。（デイナイトへも依頼。）

・以前に比べて失禁回数は減っていますが継続して排便状態などを観察し、外出の際などには事前にトイレに行って頂く。

・物事の理解が遅く、行動することに気後れしがちな為、声かけは分かりやすい表現で説明を行なう。
・服薬時間に、その都度声掛けを行っていく。
健忘による生活能力の低下。
保清（入れ歯の洗浄・自室の掃除・入浴の準備・身だしなみなど）は、その都度の声掛けを行い、不十分な点はスタッフが介助を行なう。

・月日・場所・時間が分からなくなる。健忘による生活能力の低下。
②　高齢による身体的機能の低下がみられる。

活動性の低下と体重の増加

・プログラム時や朝の体操をしたり、散歩を兼ねて買い物へ誘ったり、手芸で手指を使うなど楽しみながら身体能力の低下を防ぎ、体重増加を防止する。

・健康プログラムで、体重測定をする事で自分の体重に意識を持って頂く。

・本人の好きな活動を提供し（手芸等）一緒に行なう等、余暇の趣味活動を拡大していく。

＜評価＞
　75歳と高齢のため、健忘が著明となり、また身体的機能の低下が見られてきている。日中帯の活動性も落ちてきていることもあり、余暇があれば居眠りしてしまう状態となり、体脂肪が約40％と高値のままで経過している。日中の眠気に対しての服薬調整については、高齢であることや以前、調整を行なった際に、病状が不安定になったことから、現在のままの処方で継続していく。余暇時間の活用として新たに、新聞を読むことやその内容を書き取る事を行っている。一定程度の介助があれば、青風荘での生活を継続できる能力がまだ残っている為、現在の支援を継続して行き、また新体系移行に向けての準備も行なっていく。

２：船場　　幸子様　（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症　なし

＜問題点・介入方法＞

①不安への対処方法

・物事の変化に弱く、不安になる（継続）
・現在できている事、生活全般は評価する（掃除、洗濯、保清、調理）

・不安と自信がない事として諸手続き、居住地区以外の外出がある（手帳更新、バス券更新、健康保険税支払い、ATM利用、近隣のバス利用）この点は体験を増やし出来た事への振り返りを行い自信につなげる。

・余暇支援は自発的に花、野菜の手入れ収穫を手伝うことで楽しむ様子ある為見守る。

・買い物、自炊は実践できている事を評価する。

· 自活する事への意欲を持てる様、不安の訴えや相談できるスタッフが多数いる事を伝えていく。

・退所要件を勧めるにあたり、心配事や不安感もあると思われるのでタイムリーに傾聴する。
②体重管理（継続）

・体重変化は2kg前後の変化あるが、現在の55kg以前を保てる毎日の体重管理、習慣化を促していく。

・健康管理は、八戸市健診センター活用を推奨して食事も野菜中心の食生活を継続する。

・嗜好品でももの缶詰め、マーガリン、インスタントラーメンが好みとしている。摂取しすぎないよう注意を促す。
＜評価＞

　１年間の延長を行い、Ｈ２３年の２月で青山荘退所が決定している。しかし、その具体的な退所先が決まっておらず、本人も不安な様子が見られている。家族や本人からはグループホームへの入所の希望が聞かれているが、現在グループホームあおぞら（女子）は、満床であり、入所する事はできない。また単身生活については、必要なスキルは概ね持っているものの、何事においても不安や自信のなさが強く単身での生活は困難であると考えられる。

　保護者や本人、施設長での面談を早急に設定し、退所先を明確にし、それに向けた支援が必要である。







